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       竝ニ 分 離ニ 關 ス ル 研 究

               (續 報)

          岡山醫科大學衛生學教室(主任緒方教授)

            安 原 節 太 郎

             [昭和9年7月4日 受稿]

           Aus dem Hygienischen Institut der Okayama Med. Fakultat

                   (Vorstand: Prof. Dr. M. Ogata).

Unspezifische Absorption mit Kaolin zu verschiedenen Antikorpern.

                             Von

                       Setsutaro Yasuhara.

                    Eingegangen am 4. Juli 1934.

   Bei dem in seiner vorigen Mitteilung berichteten Versuch fand Verfasser, dass die

Kaolinabsorption bei dem hochimmunisierten Antiserum nicht trennbar war. darauf

prufte er diese Absorption bei verdunnten Immunsera oder bei niederwertigen Immun-
sera und bestimmte die Grenze der Titerveranderung bei Kaolinabsorption. Auf diese

Weise suchte er die Empfindlichkeit der verschiedenen serologische Reaktionen abzu-

schatzen, weil mit denselben Immunsera oft verschiedene serologische Reaktion (Agglu-

tinin-, Prazipitin- und Komplementbindungsreaktion) nach der Kaolinabsorption an-

wendbar sind.

   1. Die Kaolinabsorption ist besser in physiologischem Kochsalzmedium als in
Normalserunmedium zu sehen.

   2. Der Absorptionsgrad gegen Antikorper geht nicht mit der Menge des Absorbens

parallel.

   3. Mit Antigen vorbehandeltes Kaolin zeigt keine vermehrte Absorptionskraft zum
entsprechenden Antikorper, zeigt vielmehr oft umgekehrt eine verminderte Absorptions-

kraft.
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   4. Me Reaktionsempfindlichkeit zeigt sich nach dem Absorptionsversuch mit
Kaolin wie folgt:

     a.) Verfasser benutzte dabei 0.3g. Kaolin fur je 1cc. der Immunsera. Bei
Agglutininserum kann man die Verminderung des Titers durch Kaolinzusatz sehon bei

800 Einheiten bemerken, dann folgen komplementbindender Antikorper und Eiweiss-

prazipitin. Hamoagglutinin und Bakterienprazipitin stehen schlechter, und das Hamo-
lysin zeigt dabei diesem Versuch ein unbestimmtes Resultat. Uber diese Einheiten

hinaus kann man nach Kaolinzusatz (0.3g. zu 1cc.) eine Titerverminderung nicht bemer-

ken. Beim Prazipitinversuch sieht man nach der Uhlenhuthschen Methode oft um-

gekehrt eine Titersteigerung nach Kaolinzusatz beim Abgusserum.

     b.) Bei der Kaolinabsorption von verschiedenen Antikorperarten, bei denen der

gleiche Titer verdunnt wird, steht die Reaktionsempfindlichkeit wie folgt: Agglutina-
tion, Komplementbindung, Prazipitation nach Verdunnungsmethode, Hamoagglutina-

tion. Hamolysin zeigt unbestimmte Ergebnisse.

    5. Die Antigenitat wird auch durch Kaolin mehr oder weniger vermindert, und
zwar kann man diese Verminderung nach der Prazipitinreaktion bemerken.

    6. Wenn das Serum, Eiklar oder Gummi arabicum vorher mit Kaolin adsorbiert

wird, so verminderk sich die Absorptionskraft fur Antigen und Antikorper.

    7. Wenn man Kaninchen oder Meerschweinchen mit Abgusseren, die nach Kaolin-
zusatz zentrifugiert werden, und mit dem Bodensatz von Antigen enthaltendem Kaolin

immunisiert, so erhalt man eine schwachere Antikorperbildung dei Abgussinjektion und

eine relativ starkere Antikorperbildung bei Bodensatzinjektion. (Autoreferat.)
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   文 獻

第1章 緒 言

 曩ニ余ハ非抗原物質ニヨル,抗體 ノ吸收竝

ニ分離ニ關スル研究ニ從事中,高價 ナル免疫

血清ハ吸着劑ヲ極度迄加フルモ,吸收ヲ 認ム

ル能ハズ,高價 ナラザル又ハ稀釋 セル免疫血

清ニアリテハ良ク吸收スルヲ認メタリキ.茲

ニ於テ諸種ノ免疫價ヲ有スル抗大腸菌家兎免

疫血清,抗 山羊血球家兎免疫血清,抗 牛血清

家兎免疫血清ヲ使用シ,生 理的食鹽水或ハ正

常家兎血清ヲ以テ倍數稀釋ヲ行 ヒ,之ニ 吸着

劑 タ ル「カオ リン」ヲ加 ヘ テ吸收 シ タル上 清 ニ

就 キ,各 種 ノ血 清學 的檢 査 法 ニ ヨ リテ,其 ノ

效價ヲ 測 定 シ,食鹽 水 「メヂ ウム」ト 血清 「メ

ヂウ ム」 トノ吸 收ニ 及 ボ ス優 劣,吸 着劑 量 ト

吸收 度 トノ關係,吸收 ヲ認 メ得 ル免 疫單 位等

ヲ探 究 シ,同 時ニ 各檢 査 法 ノ鋭敏 度ヲ モ比較

考察 シ,次 デ抗 原 ノ吸收ヲ 追 究 シタルヲ 以 テ

茲ニ 其 ノ成績ヲ 報告 セ ン トス.

第2章 實 驗材料及ビ實驗方法

    第1節 免 疫 及ビ 實 驗 材 料

 免 疫 動物 トシテハ體 量2,000-2,500gノ 健 康 ナ

ル家 兎 ヲ選ビ,抗 原 トシテハ 大腸 菌,山 羊 血球,

牛 血 清 ヲ以 テ シ,抗 原 注射 ハ總 テ耳靜脉ニ 於 テ行

ヘ リ.

 大 腸菌 ハ18時 間 寒 天斜 面 培養 ノモ ノ1斜 面 ヲ,

10ccノ 生 理 的食鹽 水ニ平 等ニ 浮游 セ シメ,60℃ ノ

重 湯 煎中 ニテ2時 間 ヅッ,3日 間連續 殺菌 シ,4-

5日 ノ間 隔 ヲ以 テ第1囘 ハ1ccヨ リ順 次増 量 シ ツ,

ツ數囘 以 上免 疫 シ,最 後 ノ注射 ヨ リ1週 間 目 ニ頸

動脉 ヨ リ全採 血 ヲナ シテ血 清 ヲ採 取後,石 炭酸 ヲ

加 フル コ トナ ク,氷 室 内ニ 保存 シ常ニ 清 澄 ナル モ

ノヲ實驗ニ 供 セ リ.

 山 羊血 球 ハ脱 繊維 後4囘 洗滌 シ タル後10%生

理 的 食鹽 水 浮游液 ヲ作 リ,1囘 注射 量4ccヲ4日

ノ間 隔 ヲ置 キ テ,數囘 以上免 疫 シ,最 後 ノ注射 ヨ

リ1週 間 目ニ 頸 動脉 ヨ リ全採 血 ヲナ シテ血 清 ヲ採

取 シ,56℃ニ30分 間加 温非 働 性 トナ シ タル後,氷

室 ニ保存 シ常ニ 清澄 ナル モ ノ ヲ使用 セ リ.

 牛 血清 ハ新 鮮 ナ ル モ ノヲ使用 シ,1囘 量0.5-

1.0ccヲ 以 テ シ,3-4日 ノ間 隔 ヲ置 キテ,數囘 乃

至 十數囘免 疫 シ,最 後 ノ注射 ヨ リ7日 目ニ 頸動 脉

ヨ リ全採 血 シテ血清 ヲ採 取 シ,石 炭 酸 ヲ加フ ル コ

トナ ク,氷 室ニ 保 存 シ常ニ 清 澄 ナ ル モ ノヲ實驗 ニ

供 セ リ.
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      第2節 凝 集 反應

 凝集原 トシテ使用 ノ菌液ハ,18時 間寒天斜面培

養 ノ大腸菌3白 金耳 ヲ10ccノ 生理的食鹽水中ニ

極 メテ平等ニ浮游セシメ,60℃ニ2時 間加温殺菌

セルモノヲ使用 シ,菌 液 ノ濃度ハ常ニ 注意 シテ全

實驗 ヲ通 ジテ一定ナ ラシムルコ トニ努 メタリ.

 凝集反應ハ上記菌浮游液ヲ遞降的ニ稀釋 セル免

疫血清各1cc中ニ4滴 ヲ混 ジ(毛 細管 「ピペ ツ ト」

ハ全實驗 ヲ通 ジ同一物ヲ使用 ス)37℃孵 卵器中ニ

2時 間置キ,爾 後室温ニ放置 シテ翌朝Agglutinos-

kopヲ 以テ良 ク對照 ト比較 シツツ檢査 シ,其 ノ成

績 ヲ判定 セ リ.

      第3節 沈降 反應

  A. 沈降原

 細菌性沈降原 トシテハ,Kolle氏 罎 ノ24時 間寒

天培養ニ20ccノ 蒸餾 水ヲ投ジ,菌 浮游液 ヲ製シ,

60℃ニ1時 間殺菌 シ,次 デ37℃孵 卵器中ニ48時

間放置 後Berkefeld氏 濾過器 ヲ以テ濾過 スレバ

微ニ帶 黄色透 明 ノ濾液 ヲ得.之ニ0.85%ノ 比ニ

食鹽 ヲ加ヘタルモノヲ氷室ニ 保存 シテ使用セ リ.

本濾液 ノ蛋白含量ハ製造 ノ都度血清 ト比較測定セ

リ.

 蛋白性沈降原ハ新鮮ナル牛血清 ヲ其 ノ儘使用 セ

リ.

  B. 沈降反應檢 査法

 次 ノ2法 ヲ實施 シ室温ニ 於テ2時 間後 ノ成績 ヲ

判定セ リ.

  1. Uhlenhuth氏 原法 (環輪法)

 從來一般ニ 慣用 セル方法ニ シテ,沈 降原 ヲ生理

的食鹽水 ヲ以テ遞降的ニ稀釋 シ,之 ヲ免疫血清ニ

層疊 シ,白 色環輪 ヲ現 ス最高稀釋 度 ヲ沈降素價 ト

定ムル方法ナ リ.本 法ハ檢査方式 ヨリ見テ沈降原

ノ沈降素ニ對 スル反應 範圍即 チ沈降原價ト看做 ス

可 キモ ノナ リ,以 下單ニ 「ウ」氏原法 ト略稱 ス.

  2. 緒方氏免疫體稀釋 法

 緒方教授 ノ發表 セラレタル方法ニ シテ免疫血清

ヲ10%海〓 血清生理的食鹽水溶液又ハ1%「 アラ

ビヤゴム」生理的食鹽水溶液 ヲ以テ,遞 降的ニ稀

釋 シタルモ ノニ,生 理的食鹽水 ヲ以テ遞降的ニ稀

繹セル沈降原ヲ層疊 シ,後 者 ノ一定稀釋度ニ於テ

最モ良 ク反應 スル所謂結合帶 ヲ測 リ,此 結合帶 ニ

於 ケル沈降素血清 ノ最高稀釋は度ヲ沈降素價 ト定ム

ル方法ニ シテ,沈 降素價大ナル程,沈 降素血清 ノ

沈降素量 ハ多量ナ リ,以 下單ニ 「稀釋法」ト 略稱

ス.

      第4節 溶血 反應

 溶血原 トシテハ新鮮 ナル山羊血球 ヲ脱繊維後,

生理的食鹽水 ヲ以 テ4囘 洗滌 シ,之 ヲ5%ノ 比 ニ

生理的食鹽水ニ浮游 セシメテ使用 ス.

 補體ハ時 ニヨリ補體價ニ 著 シキ差異 アルニ依 リ

實驗毎ニ必 ズ補體價 ヲ測定 シ,其 ノ2倍 量ヲ使用

シタリ.先 ヅ溶血素血清 ヲ遞降的ニ 稀釋 シ,其 ノ

1ccニ 補體及ビ溶血原各1cc宛 ヲ加ヘテ振盪混和

シ,37℃ ノ孵卵器中ニ入 レ置 クコ ト2時 間ニ シテ

其 ノ成績ヲ判定 セ リ.

     第5節 血球 凝 集 反應

 血球凝集素血清 ノ遞降的稀釋液1ccニ5%山 羊

血球浮 游液2滴 宛 ヲ滴下 シ(毛 細「ピペツ ト」ハ全

實驗 ヲ通ジテ同一物 ヲ使用 ス)37℃ ノ孵卵器中ニ

入 レ置クコ ト2時 間,爾 後室温ニ放置 シテ翌朝檢

スルコ トニ定 メ,輕 ク振盪 シテ尚ホ肉眼 ヲ以 テ明

カニ見得 ル血球凝塊 アルモノヲ「+」,然 ラザ ルモ

ノヲ「-」トシテ成績 ヲ判定セ リ.

     第6節 補體 結 合 反應

 溶血系統 トシテハ5%山 羊血球浮游液 ト之ニ對

スル溶血素血清ヲ56℃ニ30分 間加温非働性 トナ
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シ タル モ ノ ノ溶 血價 ノ2倍 量 ヲ使 用 ス.補體 ハ 實

驗 ノ都度 海〓 血清 ヲ採 取 シ補體價 ヲ測 定 シテ,常

ニ其 ノ1, 2倍 量 ヲ使 用 シ タ リ.試驗 ハ先 ヅ遞 降 的

ニ稀釋 セル免 疫 血清0.5cc宛 ヲ試驗 管ニ 盛 リ,次

デ 補體0.5cc宛 ヲ加ヘ,更ニ遞 降 的ニ 稀釋 セ ル抗

原0.5cc宛 ヲ加 ヘテ恰 モ沈降 反應ニ 於 ケ ル稀釋 法

ト同一方法 ヲ採 リ,振盪 混合シ タル後,之 ヲ1時

間孵卵器中ニ入 レ置キ更ニ溶血統系 タル血球浮游

液 ト溶血素 ヲ各0.5cc宛 追加 シ,充 分振盪混和シ

再 ビ37℃ニ2時 間放置 シ爾後室温ニ靜 置 シ 翌朝

其 ノ成績 ヲ判定スルコ トニナシ所謂結合帶ニ於 ケ

ル效價 ヲ以テ補體結合性抗體價 ト定 メタリ.

第3章 實 驗

  第1節 吸 着劑 ノ抗體 吸 收状 態ニ 就 テ

 余 ハ非 抗 原物 質 タル吸 着劑ヲ 以 テ溶 血 素 ノ

吸收 竝ニ 分 離ニ 關 スル實驗ニ 從 事 中,高價 ナ

ル免疫 血 清ヲ 使 用 ス レバ吸着劑ヲ 或 ル極 度迄

加 フル モ,吸 收 上 清 ノ效價 ハ下 降 セズ,依 然 ト

シテ原 免 疫血 清ト 同一效價 ヲ示 スニ拘 ラズ,

吸 收ニ 使 用 セル吸着劑 沈降 物 ヨ リ抗體 ノ分離

シ得 ラルル テ屡 々認 メタ リキ.茲ニ 於 テ余 ハ

吸 着劑 ノ吸收 状 態ニ對 シ次 ノ疑義ヲ 懐 ケ リ.

  1. 吸着劑 ハ免疫 血 清ヲ 容量 的ニ 吸收 ス

 ル モ其 ノ吸 收上 清 ノ效價 ニ ハ異 動 ナ キモ ノ

 ナ ラズ ヤ.恰 モ鹽 水 中ニ 海綿 ヲ投 ジ之ヲ 取

 リ出 シタ ル場合,鹽 水 ノ容量 ハ減 少 スル モ

 殘 存 セル鹽 水 ノ鹹 ニハ何等變 化 ナ キガ如

 キ關 係ヲ 有 スル モ ノナ ラズ ヤ.

  2. 吸 着劑ト 抗體 トノ結 合 ハ抗體 抗 原 ノ

結 合 ノ如 ク絶對 選擇 的 ナ ラズ トスル モ,或

 程 度 迄抗體 ガ強 ク吸 牧 セラ レテ,高價 ナル

 免 疫 血清ヲ 使 用 セル場合 其 ノ吸收 上清 ハ實

 際 ハ幾 分下降 シ居 ル モ,吾 人 ノ慣 用 セル檢

 査 法 ニ ヨ リテ ハ之ヲ 認 ムル能 ハズ,一 定單

 位 迄 下降 セル時始 メテ吸收 状 態ヲ觀 察 シ得

 ル モ ノナ ラズ ヤ.

 是等 疑義ヲ 解 決 シ併 セ テ溶 血素 ノ ミナ ラズ

他 ノ抗體ニ 於 テ モ高價 ナル 場合 吸着劑 ニヨ リ

テ吸 收ヲ 認 ムル能 ハザ ル モ ノナ リヤヲ 確 メ ン

ト欲 シ,系 統 的ニ 次 ノ諸 實驗ヲ 施 行 セ リ.

   第1項 細菌 凝集素 ニ ヨル實驗

 凝 集價1:12,800ヲ 有 スル抗 大腸菌 凝 素血

清ヲ 正 常家 兎血 清及ビ 生理 的 食鹽 水ヲ 以 テ倍

數 稀釋ヲ 行 ヒ,原 血清 及ビ 各稀釋 血清1ccニ

對 シ,「カ オ リン」0.1, 0.3, 0.5gヲ 加 ヘ テ吸

收 操 作ヲ 施 シ,吸 收上 清 ノ吸收 度ヲ 比 較 スル

ニ,第1表ニ 示 ス成績 ノ如 シ.

第1表 細菌 凝 集素血 清 ノ「カオ リン」ニ ヨル吸收

 免疫血清ヲ正常家兎血清 ヲ以テ稀釋 シ吸收 セル場合
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免疫血清 ヲ生理的食鹽水 ヲ以テ稀釋 シ吸收 セル場合

 上 表ニ 於 テ 明 カナル如 ク,「カ オ リ ン」0.1g

ヲ使 用 セル場合,正 常 家 兎血清ヲ 以 テ稀釋 セ

ル血 清ニ 於 テハ,64倍 稀釋ニ 於テ モ吸收 度 零

ニ シテ全 ク吸收ヲ 認 メズ,生 理的 食鹽 水ヲ 以

テ稀釋 セル血 清 ハ64倍 稀釋(凝 集價1:200)

ニ於 テ吸收 度1/2ヲ 示 セ リ.

「カオ リン」0.3gヲ 使 用 セル場合 ハ正 常家

兎 血清ヲ 以 テ稀釋 セル血 清,生 理 的食鹽 水 ヲ

以 テ稀釋 セル血清兩 者 共,16倍 稀釋(凝 集價

1:800)ヨ リ吸收 度1/2ヲ 示 シ,64倍 稀釋 ニ

於 テ前 者 ハ1/2後 者ハ3/4ノ 吸收度ヲ 示 セ リ.

更ニ 「カオ リ ン」ヲ増 量 シ,0.5gヲ 使 用 セル

場 合 ハ0.3gヲ 使 用 シテ吸收 セル場合 ト吸收

度ニ 大 差ヲ 認 メザ リキ.

 以 上 ノ成績 ニ ヨリ細菌 沈降 素 ハ高價 ナル免

疫 血 清 ニ ア リテ ハ吸着劑 ニ ヨリテ吸收ヲ 認 ム

ル能 ハズ,一 定 度迄 稀釋 シテ凝 集價ヲ 低 下 セ

シ メタ ル血 清 ハ良 ク吸收 ヲ 認 ム ル モ ノー シ

テ,正 常家 兎血 清ヲ 以 テ稀釋 セル血 清ト 生理

的食鹽 水ヲ 以 テ稀釋 セ ル血清 トノ吸收ニ對 ス

ル影響ヲ 比較 スル ニ,後 者ハ 梢 々優 秀 ナル モ

兩者 間ニ 大 差ヲ 認 メズ,尚 ホ吸着劑 ノ量ト 吸

收度 トハ必 ズ シモ並行 的關 係ヲ 有 スル モノ ニ

非 ザルヲ 知 レリ.

   第2項 溶血 素 ニ ヨル實驗

 前 項ニ 於 テ吸着劑 ノ細菌 凝 集素 吸收状 態 ヲ

檢 シ,凝 集價 高 キ免疫 血清 ニ ア リテ ハ,吸 收

ヲ認 ムル能 ハズ一 定度 迄稀釋 シテ凝集價ヲ 低

下 セ シメタ ル血清 ハ良 ク吸 收 スルヲ 認 メタ ル

ガ,次ニ 溶 血 素ニ 於 ケル關係ヲ檢 セ ン トシ,

次 ノ實驗ヲ 行 ヘ リ.

 溶 血價1:1,600ヲ 有 ス ル抗 山羊 血球 溶 血素

血清ヲ 用 ヒ,其 ノ2cc及 ビ正常 家 兎血清 竝 ニ

生理 的 食鹽 水ヲ 以 テ25倍ニ 稀釋 セ ル モ ノ ヲ

夫 々2cc,更ニ參 考 トシテ補體(新 鮮 海〓 血

清)2ccヲ 試驗 管ニ 採 リ,之ニ「カオ リン」0.5g

ヲ加 ヘテ37℃ニ2時 間 置 キテ吸收 操 作ヲ 施

シタ ル後,吸 收 上清 ノ效價ヲ 測 定 シ吸收 度 ヲ

比較 スル ニ,其 ノ成績 ハ第2表ニ 示 スガ如 シ.

 即 チ溶血價1:1,600ヲ 有 スル溶 血 素血 清 ニ

於 テハ,吸收 度 零 ニ シテ全 ク吸收ヲ 認 ムル能

ハザ ル ニ,正 常 家 兎 血清,生 理 的 食鹽 水ヲ 以

テ25倍ニ 稀釋 セル モ ノ(溶 血價1:64)ニ ア

リテ ハ何 レモ吸收 度1/2ヲ 示 シ明 カニ吸收 セ

ラルルヲ 認 メ,此 場合 ハ兩 者 間ニ 差異ヲ 認 メ

ザ リキ,
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   第2表

溶血素血清2cc+「 カオリン」0.5g

25倍 稀釋 溶血 素 血清(生 理的 食鹽 水 ヲ以 テ)2cc+「 カオ リン」0.5g

25倍 稀釋 溶 血素 血清(正 常家 兎 血清 ヲ以 テ)2cc+「 カオ リン」0.5g

補體(新 鮮 海〓 血清)2cc+「 カオ リン」0.5g

 補體ニ 於 テハ 補體價0.04ナ リシモ ノガ0.09

迄 低下 シ,稀釋 スル コ トナ ク シテ著 明ニ 吸 收

セ ラル ルヲ 認 メタ リ.即 チ溶 血 素 モ凝 集 素 ト

同 一關 係 ニ アル ヲ確 メ得 タ リ.

   第3項 蛋 白沈降 素 ニ ヨル實驗

  實驗1

 第1項,第2項ニ 於 テ吸着劑 ノ凝 集素,溶

血 素ニ對 スル 吸收状熊 ヲ檢 シタル ガ,更ニ 蛋

白沈降 素ニ 就 テ追究 セ ン ト企 テ,高價 ナ ル抗

牛血 清 沈降素 血清(沈 降 素價1:1,024)ヲ 生

理 的 食鹽 水ヲ 以 テ倍數 稀釋ヲ ナ シ,原 沈降 素

血清 及 ビ各 稀釋 血清2cc,中ニ 吸着劑 タ ル 白

陶土,「 カオ リン」,獣 炭 末,「 ア ドゾルビ ン」

ノ各0.5gヲ 加 ヘテ吸 收 操 作ヲ 施 シ其 ノ吸 收

度ヲ 比較 セル ニ,其 ノ成績 ハ次 表ニ 示 ス ガ如

シ.
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  第3表

沈降素血清2cc+吸 着劑0.5g

原 沈 降 素 血 清

2倍 稀釋 沈 降 素 血 清

4倍 稀釋 沈 降 素 血 清

8倍 稀釋 沈 降 素 血 清

 第3表ニ 於 テ明 カナル如 ク原 沈降 素 血清,

2倍 稀釋 沈降 素血清ニ 於 テ ハ何 レノ吸着劑 ニ

ヨ リテ モ吸牧 度 零 ニ シテ全 ク吸收ヲ 認 メズ,

4倍 稀釋 血 清 ニア リテハ 「ア ドゾルビ ン」ニ ヨ

ル吸收 ノ ミ吸收 度1/2ヲ 示 セ リ.8倍 稀釋 血

清(沈 降素價1:128)ニ 至 レバ,白 陶 土,「 カ

オ リン」 ノ吸收 度夫 々1/2ヲ 示 シ,獸 炭 末 ハ

3/4「 ア ドゾル ビン」ハ15/16ノ 吸 收度ヲ 示 シ

明 カニ吸收 セ ラルル ヲ認 メ得 タ リ.

  實驗2

 次 デ稀釋 沈降 素價1:1,024ヲ 示 ス抗牛 血清

沈降 素血 清 ヲ生 理 的食鹽 水 及 ビ正常 家 兎血 清
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ヲ以 テ8倍ニ 稀釋シ,其 ノ各2ccヲ 採 リ又 稀

釋 沈降 素價1:128ヲ 示 ス,低價 ナル抗 牛血 清

沈 降 素血 清2ccヲ採 リ,之ニ 「カオ リン」0.5g

ヲ加 ヘ テ吸 收操 作ヲ 施 シ其 ノ吸收 度ヲ 比 較 ス

ル ニ第4表ニ 示 ス成 績 ノ如 ク,3者 何 レモ1/2

ノ吸 收度ヲ 示 セ リ.

          第4表

8倍 稀釋高價沈降素血清(生 理的食鹽水 ヲ以テ)2cc+「 カオ リン」0.5g

8倍 稀釋高價沈降素血清(正 常家兎 血清 ヲ以テ)2cc+「 カオリン」0.5g

低價 沈 降 素 血 清2cc+「 カ オ リ ン」0.5g

 以上 ノ成 績結 果 ヲ觀 ル ニ吸 着劑 ニ ヨル吸 收

ハ血清 ノ濃度 ニ ヨ リ左右 セ ラ レザ ル如 ク免 疫

價 ノ高 キ血 清 ハ吸收ヲ 認 ムル能 ハ ズ,低價 ナ

ルカ 或 ハ稀釋 シテ一 定 度迄免 疫價 低下 セル血

清 ハ良 ク吸收ヲ 認 メ得 ル モ ノニ シテ主 トシテ

免 疫 血清 ノ免 疫價ニ 大 ナル關 係ヲ 有 スル モノ

ナ ルヲ 知 レリ.斯 ル關 係 ヨ リ考察 スル ニ吸着

劑ト 抗體 トノ結合 ハ抗體 抗 原 ノ結 合 ノ如 ク選

擇 的 ナ ラザル ハ勿論 ナル モ或 ル程度 迄抗體 ガ

強 ク吸收 セ ラ レ高價 ナ ル免 疫 血 清ト 難 モ,吸

收 セラ レ居 ル モ ノナ ルモ吾 人 ノ慣 用 セル稀釋

法 ニ ヨル檢 査 方法 ニテハ,吸 收 上清效價 ノ降

下ヲ 認 メ得 ザ ル モ ノナ ラ ン ト思 惟 セ ラル.

     第4項 本 節 ノ總括

 1. 凝集 素溶 血素,蛋 白沈降 素 ハ高價 ナル

免疫 血 清 ニア リテハ,吸 着劑 ニヨ リテ吸 收 ヲ

認 メ得 ズ,低價 ナル免 疫血 清 或 ハ稀釋 シテ一

定 迄效價ヲ 低下 セ シメタ ル稀釋免 疫 血清ニ 於

テ ハ明 カ ニ吸收ヲ 認 メ得.

 2. 生 理的 食鹽 水稀釋 免 疫 血清 ノ吸 着劑 ニ
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ヨル抗體吸收 ハ,正 常家兎血清稀釋免疫血清

ノ抗體吸收ニ比 シ梢々優ルモ兩者間ニ大差ナ

シ.

 3. 吸着劑 ノ量 ト吸收 度 トハ,必 ズ シモ比

例 スル モノ ニ アラズ.

  第2節 各種免 疫 血清 ノ吸着劑 ニ ヨ

      ル吸收

 第1節ニ 於ケ ル諸 實驗 ニ ヨリテ高價 ナ ル免

疫 血清 ハ,吸 着劑 ニ ヨリテ吸收ヲ 認 メザル モ

低價 免 疫 血清若 シクハ高價免 疫血 清 ヲ稀釋 シ

テ一 定 度迄免 疫價ヲ 低 下 セ シメタ ルモ ノニ ア

リテハ 良 ク吸收 スル モ ノナ ルヲ 確 メ得 タ リ.

 竝ニ 於 テ種 々 ノ免疫價ヲ 有 スル抗 大腸 菌 家

兎免 疫 血 清,抗 山羊血 球 家 兎免 疫 血清,抗 牛

血 清 家 兎免 疫 血清 ノ2-3種ヲ 用 ヒ,生理 的食

鹽 水ヲ 以 テ倍數 稀釋ヲ 行 ヒ,各 稀釋 血清1cc

ニ對 シ 「カオ リン」0.3gノ 比ニ 加 ヘテ吸收 ヲ

行 フ要約 ノ下ニ,其 ノ吸收 上 清ニ 就 キ各種 ノ

血 清 學的檢 査 法 ニ ヨ リテ,免 疫價ヲ 測 定 シ吸

收ヲ 認 メ得 ル免 疫單 位ヲ 探 究 スル ト同時ニ,

吸 收 ノ早 ク認 メ得 ラル ノレ點ヨ リ觀察 シテ各 檢

査 法 ノ鋭敏 度ヲ モ窺 知 セ ン ト企 圖 シタ リ.

  第1項 抗 大腸菌 家 兎免 疫 血 清 ノ「カ

     オ リン」ニ ヨル吸 收

 以上2種 ノ抗 大 腸菌 家 兎免 疫 血清ヲ 生理 的

食鹽 水ヲ 以 テ,倍數 稀釋ヲ ナ シ,原 免 疫血 清

及ビ 稀釋 血清1ccニ對 シ 「カオ リン」0.3gノ

比ニ 加 ヘ テ37℃ ノ孵 卵器 中ニ 入 レ置 ク コ ト2

時間 後,直 チニ強 力遠 心器 ニ ヨ リテ上 清ヲ 分

離 シ,此 吸收 上清ニ 就 キ凝集反應,「 ウ」氏 原

法,稀釋 沈降 反應 ニ ヨリテ夫 々免 疫價ヲ 測 定

シ吸 收度 ヲ比 較 セル ニ,其 ノ成績 結 果 ハ第5

表ニ 示 スガ如 シ.

第5表 抗大腸菌家兎免疫血清ノ「カオリン」ニヨル吸收

         A血 清
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B血 清

 上 表ニ 於 ク ル成 績ヲ觀 ルニ凝 集 反應,稀 釋

沈 降 反應ニ 於 テハ稀釋 度 進 ムニ從 ヒ吸收 著 明

ニ顯 レ,A, B兩 血 清ニ 於 テ同一 關係ヲ 示 セ

リ.A血 清ニ 於 テハ16倍 稀釋(800單 位)ヨ

リ兩反應 共吸收 度1/2ヲ 示 セル モ,B血 清 ニ

ア リテ ハ凝 集 反應 ハ2倍 稀釋(4.00單 位)ニ

テ1/2ノ 吸收 度ヲ 認 メ稀釋 沈降 反應 ニ テハ吸

收 度 零ニ 示 セ リ.即 チ凝 集 反應ハ400-800

單 位 稀釋 沈降 反應 ハ8單 位 ヨ リ吸 收 度1/2ト

ナ レリ.

 ウ氏原 法 ニ ヨル沈降 素價 ハ生理 的食鹽 水 ヲ

以 テ倍數ニ 稀釋 セル ニ拘 ラズ遞 降 的降下ヲ 示

サ ズ,2-16倍 稀釋 迄 ハ寧 ロ原 沈降 素價 ヨ リ

モ上 昇 スルヲ 見 タ リ.而 シテ吸吸 後ト雖 モ却

ツテ増 強 スル モ ノ ア リ,A血 清ニ 於 テ ハ全 ク

吸收ヲ 認 メ ズ,B血 清 ニ ア リテ ハ32倍 稀 釋

ニ テ漸 ク吸收ヲ 認メ タ リ.本 反應 ニ ヨ リテ沈

降 素 量ヲ 測 定 スルハ 頗 ル不確 實 ナ ル モ ノニ シ

テ寧 ロ量 的 關係 ハ測 定 シ得 ザ ル モ ノナ ルヲ 知

レ リ.

 以 上 ノ成績 結 果 ニ ヨ リ吸收 ノ早 ク證 明 シ得

ラル ル點 ヨ リ觀 テ各檢 査 ノ鋭 敏度 ハ凝集 反應

稀釋 沈降 反應,「 ウ」氏原 法 ノ順位 ニ アル モノ

ト,思料セ ラル.

  第2項 抗 山羊 血球 家 兎免疫 血 清 ノ

     「カオ リン」ニ ヨル吸 收

 以 上免 疫價ヲ 異 ニ セル抗 山羊血 球 家 兎免 疫

血 清ヲ 生理 的食鹽 水ヲ 以 テ倍數 稀釋 シ,其 ノ

1ccニ對 シ 「カオ リン」0.3gノ 比ニ 加 ヘ テ,

第1項ト 同一方 法 ニ テ吸收 操 作ヲ 施 シ其 ノ吸

收 上 清ニ 就 キ溶 血 反應 血球 凝集 反應 ニ ヨ リ免

疫價 ヲ測 リテ吸收 度ヲ 比 較 セル ニ其 ノ成績 第

6表ニ 示 スガ如 シ.

 下表ニ 明 カナ ル如 ク,血 球 凝集 反應 ニテ ハ,

免 疫 血清 ノ稀釋 度 進 ムニ從 ヒ吸收 度 モ増 加 シ

A, B, C3血 清 共50單 位ニ 於 テ吸收 度1/2ヲ 示

セ リ.然ルニ 溶 血 反應ニ 於 テ ハ高價 ナ ルA血

清 ニ テハ200單 位 ヨ リ吸收ヲ 認 ムル ニB血 清

ニテハ50單 位,C血 清 ニ テハ25單 位 ニ テ吸

收ヲ 認 メ區 々ニ シテ一 定 セズ,從 テ血 球 凝集

反應 トノ鋭 敏 度ヲ 比 較 スル コ ト困難 ナ リキ.
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第6表 抗山羊血球家兎免疫血清ノ「カオリン」ニヨル吸收

A 血 清

B 血 清

C 血 清

   第3項 抗牛血清家兎免疫血清ノ「カオリン」ニヨル吸收

 以上2種 ノ抗牛血清家兎免疫血清ヲ生理的

食鹽水ヲ以テ倍數稀釋ヲ行 ヒ,其 ノ1ccニ 對

シ「カオ リン」0.3gノ 比ニ加ヘテ第1項ト 同

一方法ニテ吸收操作ヲ施 シ其ノ吸收上清ニ就

キ,「 ウ」氏原 法,稀釋 沈降 反應,補體 結 合 反

應 ニ ヨ リテ免 疫價ヲ 測 リ吸收 度ヲ 比較 セル ニ

第7表ニ 於ケ ル成績 ノ如 シ.
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第7表 抗牛血清家兎免疫血清ノ「カオ リン」ニヨル吸收

A 血 清

B 血 清

 上 表 ノ成績 結 果ヲ觀 ルニ,「 ウ」氏 原法 ニ ア

リテ ハ生 理 的 食鹽 水 ニテ稀釋 セル ニ モ拘 ラズ

效價 上昇 シ,又 吸收 後却ツ テ免疫價 ノ増 強 ス

ル モ ノ ア リテ細菌 性 沈降 素 ノ場合ト 同樣 量的

關 係ヲ 測 定 スル能 ハズ.

 稀釋 沈 降 反應,補體 結 合 反應ニ 於 テ ハ,免

疫血 清 ノ稀釋 度進 ムニ從 ヒ吸收 著 明ニ 顯 レ,

A血 清ニ 於 テ稀釋 沈降 反應 ニ ヨ リテ ハ4倍 稀

釋(沈 降 素價1:128)補體 結 合 反應 ニ ヨリテ

ハ2倍 稀釋(補體 結合 性抗體價1:128)ヨ リ

吸 收ヲ 認 メ,B血 清 ニ ア リテ ハ兩 反應 トモ4

倍 稀釋(沈 降 素價1:200,補體 結 合 性抗體 價

1:200)ニ テ吸收ヲ 認 メタ リ.以 上 ノ成 績 ニ

ヨリ補體 結 合 反應 ハ稀釋 沈降 反應ニ 比 シ稍 々

鋭 敏 ナ ルヲ 認 ム.

  各檢 査 法 ノ鋭 敏度ニ 就 テ

 第1項 乃至第3項 ノ諸 成績 及ビ 同一免 疫 價

ヲ有 スル第5表B血 清,第6表C血 清,第

7表B血 清 ノ吸 收 成績 等ヲ 綜 合 比較 シテ考 察

スル ニ,各 血清 學的檢 査 法 ノ鋭敏 度 ハ凝 集 反

應,補體 結 合 反應,稀釋 沈降 反應,血 球 凝集

反應 ノ順 位 ニ アル モノ ノ如 ク,溶 血 反應 ハ不

安定,「 ウ」氏 原法 ハ量 的關 係 測定 ニハ全 ク適

セザ ル モノナ リ ト思 惟 セ ラル.
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     第4項 本 節 ノ總 括

 1. 免 疫 血清ヲ 生理 的 食鹽 水ヲ 以 テ倍數 稀

釋ヲ 行 ヒ,其 ノ各1ccニ對 シ吸 着劑 タル 「カ

オ リン」0.3gノ 比ニ 加 ヘ テ吸收 セル場合,凝

集素 ハ800單 位,補體 結 合 性抗體 ハ200單 位,

稀釋 沈降 反應ニ 於 テ細 菌 沈降 素 ハ8單 位,蛋

白沈降 素 ハ200單 位,血 球 凝 集素 ハ50單 位 以

下ニ 吸牧ヲ 認 ム.

 溶 血 反應 ハ血 清 ニ ヨ リテ一 定 セズ,亦 「ウ」

氏 原 法ニ 依 リテハ,沈 降素價ヲ 測 定 スル能 ハ

ズ,吸 收 後却 テ免 疫價 ノ増強 スル モノ ア リ.

 2. 同 一免 疫價ヲ 有 スル免 疫血 清ヲ 倍數 稀

釋 シ吸收 ノ早 ク認 メ得 ラルル點 ヨ リ考 察 シテ

各檢 査 法 ノ鋭 敏度 ハ凝集 反慮>補體 結 合 反應

>稀釋 沈降 反應>血 球 凝集 反應 ノ順次 ニ アル

モ ノノ如 ク,溶 血 反應 ハ不安 定,「 ウ」氏 原法

ハ量 的關 係測 定 ニハ全 ク適 セザル モ ノ ト思惟

セラル.

  第3節 抗 原附 加「カオ リン」ニ ヨル

     抗體 ノ吸收

 抗 原 ノ抗體 ヲ吸 收 スル ハ勿 論 吸 着劑 タ ル

「カオ リン」モ亦 低價 免疫 血 清ニ 於 テハ良 ク抗

體ヲ 吸收 スルヲ 以 テ今抗 原ニ 「カオ リン」ヲ加

ヘ テ後 乾燥粉 末 トナ シタ ル所 謂抗 原 附加 「カ

オ リン」 ハ抗體 吸收ニ對 シ吸着 力増強 スル モ

ノナ リヤヲ追 究 セ ン ト企 圖 セ リ.

  抗 原附 加「カオ リン」ノ製 法

 新 鮮 ナ ル10%牛 血清1ccニ對 シ 「カオ リ

ン」0.3gノ 比ニ 加 ヘ テ良 ク混和 シ37℃ ノ孵

卵器 中ニ 入 レ置 ク コ ト2時 間 ニ シテ取 リ出 シ

遠 心沈 澱 シテ沈降 物 ヲ得,之ヲ 生理 的 食鹽 水

ニ テ4囘 洗滌 シタ ル後,迅 速 血清乾 燥器 中ニ

置 キ,電 扇 ノ力ヲ カ リテ可及 的速ニ 乾燥 セ シ

ム.斯 ク シテ殆 ド乾燥 シタ ル モ ノヲ鹽 化 石灰

ヲ以 テ セル乾 燥器 中ニ 移 シ,減壓 ノ下ニ 密 閉

シ置 キ5-7日 後充 分乾燥 セル モノ ヲ清淨 ナ

ル乳鉢 ニ テ研 磨 シ,細 粉 トナ シテ乾燥 器 中 ニ

貯 へ實驗ニ 供 セ リ.

 「ウ」氏 原 法效價1:25,600,稀釋 沈降 素 價

1:512,補體 結合 性抗體價1:256ヲ 有 スル抗

牛 血 清 家 兎免 疫血 清ヲ 用 ヒ,之ヲ 生 理的 食 鹽

水ヲ 以 テ倍數 稀釋 シ各 稀釋 液1ccニ對 シ抗 原

吸着「カオ リン」0.3gヲ 加ヘ 又對 照 トシテ「カ

オ リン」0.3gヲ 加 ヘ テ37℃ニ2時 間 置 キテ

吸收 操 作ヲ 施 シ遠 心 沈澱 シテ得 タ ル上 清ニ 就

キ「ウ」氏原 法,稀釋 法,補體 結合 反應 ニ ヨ リ

テ效價ヲ 測 定 セル ニ,第8表ニ 示 ス成績 ノ如

シ.

 下表ヲ觀 ルニ「ウ」氏 原法ニ 於 テハ對 照 タル

「カオ リン」ニ ヨ リテハ32倍 稀釋 免疫 血 清 ニ

於 テ吸收 度1/2ト ナ レルニ抗原 附 加 「カオ リ

ン」ニ ヨ リテ ハ全 ク吸收ヲ 認 メズ.稀釋 法ニ 於

テハ對 照 ハ4倍 稀釋免 疫血 清 ニテ吸 收度1/2

トナ レル ニ,抗 原附 加「カオ リン」ニ ヨ リテ ハ

8倍 稀釋 ニ テ1/2ト ナ リ補體 結合 反應 ニ ア リ

テ ハ稀釋 法ニ 於 ケル ト同一 關係ヲ 示シ,對 照

ニテ ハ2倍 稀釋 ヨ リ吸收 度1/2ト ナ ル ニ,抗

原 附加 「カオ リン」 ニ ヨ リテハ4倍 稀釋 ニ テ

1/2ト ナ ルヲ 見 ル即 チ以上 ノ成 績 ニ ヨ リ抗 原

附 加「カオ リン」ハ「カオ リン」ニ比 シ吸 收 力却

テ減弱 スルヲ 確 メ得 タ リ.

 抗體ニ對 シ何 レモ吸 收 力ヲ 有 ス ル抗 原 ト

「カオ リン」トヲ同時ニ 加 ヘ テ抗體 吸收 操作 ヲ

施 セバ一 見吸 收 力増 強 スル ガ如 ク考 ヘ ラル ル

モ 却 テ減 退 スル ハ興味 アル事 實ト 云 フ可シ,
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   第8表

抗原附加「カオ リン」ニヨル抗體ノ吸收

吸 收 前

封照 抗牛血清家兎免疫血清1cc:

   「カオ リン」0.3g吸收 上清

抗牛血清家兎免疫血清1cc:抗 原吸着

「カオリン」0.3g吸 收上清

  第4節 抗 原 ノ吸 着劑 ニ ヨル吸 收

 余 ハ第3節 迄 ノ諸 實驗ニ 於 テ諸種 抗體 ノ吸

着劑 ニ ヨル吸收 状 態ヲ 攻 究 シタル ガ,更ニ 抗

原ハ 吸着劑 ニヨ リテ吸 收 セ ラ ル ル モ ノ ナ リ

ヤ,若 シ吸收 セ ラルル トセバ免 疫 血清ニ對 ス

ル關 係竝ニ 吸收 上 清 ニ ヨル抗體 産生 ノ關 係等

ヲモ追 究 セ ン ト欲 シ,次 ノ諸實驗ヲ 企 テタ リ.

  第1項 牛血清ノ「カオリン」ニヨル

     吸收

 新鮮ナル牛血清ヲ生理的食鹽水ヲ以テ倍數

稀釋ヲ行 ヒ其ノ各稀釋液1ccニ對 シ「カオリ

ン」0.3gノ 比ニ加ヘテ37℃孵 卵器中ニ入 レ

置クコト2時 間ニシテ取リ出シ直チニ強力ナ

ル遠心沈澱器ニヨ リテ上清ヲ分離シ斯クシテ

得タル上清ヲ抗原牛血清ト同樣ニ稀釋 シ一方

ニ於テ免疫血清ヲ稀釋 シ沈降原性ヲ測定 シタ

ルニ第9表ニ 示スガ如 シ.

       第9表

 抗原(牛血清)ノ「カオ リン」ニヨル吸收

上 表ノ 成績ヲ觀 ル ニ 抗原 タル 牛 血清 ノ32

倍 稀釋ニ 至 ル迄 ハ全 ク吸 收ヲ 認 メズ,64倍 稀

釋ニ於 テ結合帶1:20ナ リシモ ノガ1:10ニ

降下 シ結 合帶價1:1,000ナ リ シモノガ1:500

ニ低下 スルヲ 見 タ リ.128倍 稀釋ニ 至 レバ 全

ク吸收 セ ラ レテ結 合帶價1:0ト ナ リ從ツ テ

結合帶 不 明 トナ レリ.以 上 ノ成績 ニ ヨリ抗 原

モ一 定 度稀釋 シタ ル モノ ハ良 ク「カオ リ ン」ニ

ヨ リテ吸收 セ ラ レ,沈 降原 性低 下 スル ト共 ニ

免 疫 血清ニ對 シ結合帶 モ降 下 スル モ ノナ ル ヲ

見 タ リ.
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  第2項 大 腸菌 浸出 液 ノ「カオ リン」

     ニ ヨル吸收

 大腸 菌 ノKolle氏壜 内24時 間 寒天培 養 ニ

蒸餾 水20ccヲ 投 ジ菌 浮游 液ヲ 製 シ60℃ニ1

時 間殺 菌 シタル後37℃孵 卵器 中ニ48時 間放

置 シ,Berkefeld氏 濾過 器ヲ 以 テ濾過 スル ニ

微ニ帶 黄 色透 明 ノ瀘 液ヲ 得.是 レ即 チ 大腸 菌

浸 出液 ニ シテ0.85%ノ 比ニ 食鹽ヲ 加 ヘ テ實驗

ニ供 セ リ.本瀘 液 ノ蛋 白含量ヲ 血清ト 比較 測

定 スル ニ1:300ナ リキ.

 以上 ノ如 ク シテ得 タ ル大腸 菌 浸 出液ヲ 生 理

的 食鹽 水ヲ 以 テ倍數 稀釋ヲ 行 ヒ其 ノ各稀釋 液

1ccニ對 シ 「カオ リン」0.3gノ 比ニ 加ヘ テ

37℃ニ2時 間 置 キタ ル後 遠心 沈澱 シテ得 タ

ル上 清ニ 就 キ稀釋 法 ニ ヨ リテ測定 シタ ル ニ第

10表ニ 示 ス成績 ノ如 ク沈降原 性 ノ低 下ヲ 認 メ

且免 疫 血清ニ對 シ結合帶 モ降 下 スル モ ノナル

ヲ確 メ得 タ リ.

第10表 抗 原(大 腸 菌 浸出 液)ノ 「カオ リン」ニ ヨル吸收

第3項 抗體,血 清,卵 白,「 ア ラ ビ

   ヤ ゴム」,蔗 糖,「 アル コー

   ル」 等ヲ 吸 着 セル乾燥 粉 末

   「カオ リン」ニ ヨル抗 原 ノ吸

   收

 余 ハ第3章 第3節ニ 於 テ抗 原吸着 「カオ リ

ン」 ハ抗體ニ對 スル吸收 力減 退 スルヲ 認 メタ

ル ガ,今 蛋 白質及ビ 其 ノ他 ノ物質ヲ一 旦吸 着

セ シメ タル「カオ リン」ハ抗 原ニ對 スル吸收 力

如 何ヲ檢 セ ン ト欲 シ次 ノ實驗ヲ 行 ヘ リ.

 10%抗 牛血 清 家兎免 疫血 清,10%正 常 家 兎

血 清,5%卵 白,2%「 ア ラビ ヤ ゴム」,10%

蔗 糖 溶 液,普 通「アル コー ル」ノ各1ccニ對 シ

「カオ リン」0.3gノ 比ニ 加 ヘテ37℃ ノ孵 卵

器 中ニ2時 間 置 キテ吸 着 セ シメタル後,遠 心

沈澱 シテ「カオ リン」ノ沈降 物ヲ 得,之ヲ 生 理

的食鹽 水 ニテ4囘 洗滌 シタ ル モ ノヲ抗 原 吸着

「カオリ ン」製法 ト同 一方 法 ニ テ乾 燥粉 末 トナ

シ實驗ニ 供 セ リ.

 新 鮮 ナル牛 血清ヲ 生理 的食鹽 水ヲ 以 テ16,

32, 64, 128倍ニ 稀釋 シ,其 ノ各稀釋 液1ccニ

對 シ前處 置 シタ ル諸種 「カオ リン」ヲ夫 々0.3g

ノ比ニ 加 ヘ テ吸收 操 作ヲ 施 シ其 ノ吸收 上 清 ニ

就 キ單ニ 「カオ リン」ヲ以 テ吸收 セル上清ト 比

較 シツツ稀釋 法 ニ ヨ リテ沈 降原 性ヲ 測 定 シタ

ル ニ第11表ニ 示 スガ如 シ.
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 上 表ニ 於 テ明 カナ ル如 ク,抗體,血 清,卵

白,「 アラ ビヤ ゴム」 等 ニテ前処 置 シタ ル モ

ノ ハ抗體 吸 收 力却ツ テ減退 シ,蔗 糖 溶液,普

通 「アル コール」ハ 影 響 セザル コ トヲ認 メタ

リ.

  第4項 抗 原 ノ「カオ リン」吸收 上 清

     ニ ヨル 沈降 素 ノ産 生ニ 就 テ

 新鮮 ナル牛血 清ヲ 生理 的食鹽 水ヲ 以 テ128

倍ニ 稀釋 シ,其 ノ1ccニ對 シ「カオ リン」0.3g

ノ比ニ 加 ヘ テ吸 收 シルタ上 清 ハ稀釋 沈降素 價

1:1,000ヲ 有 スル抗 牛 血清 家 兎免 疫 血 清ニ 對

シテ抗 原性 零 トナ リ蛋 白含有量 ハ血 清ニ 比 シ

1:3,000ナ リキ.

 次ニ 稀釋 法 ニ ヨ リテ測定 セル正 常沈 降素 價

1:10以 下 ナ ル體 重2,000g内 外 ノ健 康 成熟 家

兎8頭ヲ 準 備 シ,其 ノ内5頭 ニ ハ吸 收上 清 ヲ

3頭ニハ對 照トシ テ1/3000牛 血 清稀釋 液 ヲ1

囘量10cc宛3-4日 ノ間隔ヲ 置 キテ5囘 耳靜

脉 内ニ 注 射ヲ 施 セ リ.

 又 成熟 海〓8頭ヲ 選ビ5頭 ニハ吸 收上 清 ヲ

3頭 ニハ對 照 トシテ1/3000牛 血 清稀釋 液ヲ1

同量2cc宛5囘 胸部ニ 皮下 注射ヲ 施 セ リ.

 而 シテ最 後 ノ免疫 ヨ リ家 兎ニ ア リテハ7日

海〓 ニ アテ ハ14日 後 ノ血 清ニ 就 キ沈降 素 價

ヲ測 定 シタル ニ,其 ノ成績 ハ第12表,第13

表ニ 示 スガ如 シ.

 第12表,第13表 ノ成績ヲ 見 ル ニ,「 ウ」氏

原 法 ニ ヨ リテ測 定 セ ル沈降素價 ハ普 通免 疫量

(0.5-10cc)ヲ 使 用 シタル場合ト 同 一程度 ノ

效價 ノ上 昇ヲ 認 ムル モ,稀釋 法ニ 於 テ ハ 沈

降素 ノ産生 少量 ニ シテ對 照 タ ル 微 量 抗 原 注

射 ニ ヨル免 疫ト 全 ク趣ヲ 同 一 ニ セルヲ 認 メタ

リ.
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   第12表

牛血清「カオリン」吸收上清ニヨル

  家兎ニ於ケル沈降素産生

對照 1:3000稀釋 牛血清 ヲ以テ免疫 セル

   家兎血清

     第13表

牛血清「カオリン」吸收上清ニヨル

  海〓ニ於ケル沈降素産生

對照 1:3000稀釋 牛血清 ヲ以テ免疫 セル

   海〓 血清

  第5項 抗 原吸 着「カオ リン」ニ ヨル

    沈降 素 ノ産生ニ 就 テ

 生理 的 食鹽 水ヲ 以 テ128倍ニ 稀釋 シタ ル牛

血 清10ccニ對 シ,「カオ リ ン」3gヲ 加 ヘ テ良

ク混 和 シ37℃ニ2時 間 吸收 セ シメタ ル後,遠

心 沈澱 シテ得 タ ル沈降 物ヲ 生理 的 食鹽 水ヲ 以

テ4囘 洗滌 シ,之ヲ 乾 燥粉 末 トナ シ鹽化 石灰

ヲ以 テセル乾燥 器 中ニ 保 存 シ免疫ニ 際 シテ ハ

此3gヲ1囘 注射 量トシ テ生 理 的食鹽 水10cc

中ニ 浮游 セ シメテ使 用 セ リ.

 而 シテ吸收 上清 ハ沈降 反應檢 査 ニ ヨ リ稀 釋

沈降 素價1:1000ヲ 有 ス ル抗牛 血清 家 兎免 疫

血清ニ對 シ抗 原 性零 ナ リシヲ以 テ3gノ 「カ

オ リン」 中ニハ 牛 血清0.128cc吸 着 シ居 ル コ

ト トナ リ1囘 注 射量 トシテ牛 血清0.128cc使

用 シタ ルモ ノ ト看做 ス コ トヲ得 ベ シ.

免 疫ニ 際 シ,正 常 沈降 素價1:10以 下 ナ ル

成熟 健 康家 兎15頭ヲ 選ビ 其 ノ内10頭 ニハ抗

原吸 着「カオ リン」3gヲ,殘 リノ5頭 ニハ對

照 トシテ「カオ リ ン」3gヲ 生理 的食鹽 水10cc

ニ浮 游 セ シメタル モ ノヲ使 用 シ3-4日 ノ間

隔 ヲ置 キ テ5囘 皮下 注射ヲ 施 シテ免疫 セ ン ト

企 テタ リ.

 然 ルニ免 疫操 作續 行 中ニ 於 テ可 ナ リノ衰 弱

加ハ リ10頭 中3頭 ハ斃 死 シ(夜間死 亡 シ採血

スル能 ハザ リキ)1頭 ハ3囘免 疫後瀕 死状 態

ニ陷 リシヲ 以 テ切迫 採 血 シタ ル後斃 死 シ,5

同 完全免 疫ヲ 爲 シ得 タル モ ノ ハ6頭 ナ リキ.

對 照 タル「カオ リン」ノミヲ 注 射 セル5頭 中2

頭 迄斃 死 セル點 ヨリ見 テ「カオ リン」單獨 ニ テ

モ毒 性 ア リ其 ア爲 メ ニ斃 死 セル モノナ ラ ン ト

考 ヘ ラル.

 最 後 ノ免 疫 ヨ リ7日 後 ノ血清ニ 就 キ沈降 素
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價ヲ 測 定 ス ルニ,第14表ニ 示 ス成 績結 果 ノ如

ク 「ウ」氏 原法 ニヨ レバ1:5,000-1:25,000,

稀釋 法 ニ ヨレバ1:64-1:256ノ免 疫價ヲ 有

スル比較 的強 キ沈降素 ノ産生ヲ 見 タ リ.

第14表 牛血清吸收「カオリン」ニヨル家兎ニ於クル沈降素産生

對 照 「カオ リ ン」溶 液 注 射

     第6項 本 節 ノ總 括

 1. 抗 原ヲ 「カオ リン」ニ ヨ リテ吸 收 スル時

ハ沈降 原性 低 下 シ免疫 血清ニ對 シ結 合帶 モ降

下 ス.

 2. 抗體 血 清,卵 白,「 ア ラ ビヤ ゴム」等 ヲ

「カオ リン」ニ吸着 セ シメ,乾 燥粉 末 トナ シタ

ル モノ ニテ抗 原ヲ 吸收 ス ルニ抗原 吸收 ガ却 ツ

テ減退 セ リ.蔗 糖 溶 液,普 通 「アル コー ル」ハ

影 響ヲ 認 メズ.

 3. 牛血 清ヲ 「カオ リン」ニ テ吸收 シ,其 ノ

吸收 上 清竝ニ 吸着「カオ リン」ニテ家免,海 〓

ヲ免疫 シタ ル ニ,吸 收 上清 ニ ヨル モ ノハ 沈降

素 ノ産 生 弱 ク,吸 着 「カオ リン」 ニヨ リテハ

「カオ リン」ノ毒性 ニヨ リ家 兎 ノ斃死 セル モ ノ

アル モ免 レタ ル モ ノハ比 較 的強 キ沈降素 ノ産

生ヲ 見 タ リ.
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第4章 總 括 竝ニ 結 論

 以上余 ハ専 ラ非抗 原 物質 タ ル吸着劑ヲ 使 用

シ,各 種 ノ免 疫 血清ニ 就 キ,高價 ナル免 疫血

清 ニ ア リテハ 吸收ヲ 認 メ得 ザ ル モ,高價 ナ ラ

ザ ル又ハ一 定度 稀釋 セ ル免疫 血 清 ハ,良 ク吸

收 セ ラルル事 實ヲ 確 認 シ,更ニ 食鹽 水 「メヂ

ウム」ト血 清 「メヂ ウ ム」 トノ吸 收ニ 及 ボス優

劣,吸 着劑 量ト 吸 收度 トノ關 係,吸 收ヲ 認 メ

得 ル免疫單 位 等ヲ 探 究 シ,同 時ニ 血清 學的 各

檢 査 法 ノ鋭敏 度ヲ モ比較 考察 シタ リ.次 デ抗

原 ノ吸着劑 ニ ヨル吸收ヲ 追 究 シ,上 清 竝ニ 抗

原吸着 沈降 物 ニ ヨル抗體 産 生ニ 關 スル實驗 的

檢 索ヲ遂 ゲ次 ノ結 論ニ 到達 スルヲ 得 タ リ.

 1. 食鹽 「メヂ ウム」ハ血清「メヂ ウ ム」ニ比

シ吸收稍 々優 秀 ナル モ,兩 者 間ニ 大差ヲ 認 メ

ズ.

 2. 吸 着劑 量 ト吸收 度 トハ,必 ズ シモ並 行

的 關係ヲ 有 ス ルモ ノニ非 ズ.

 3. 抗 原附 加「カオ リン」ハ抗體 吸收 力減 弱

ス.

 4. 免 疫 血 清ヲ 生理 的 食鹽 水ヲ 以 テ倍數 稀

釋ヲ 行 ヒ,其 ノ各1ccニ對 シ「カオ リ ン」0.3g

ノ比ニ 加 ヘ テ吸收 シタ ル場合ニ 於 テ,

  a. 凝 集素 ハ800單 位,補體 結 合 性抗體

 ハ200單 位,稀釋 沈降 反應ニ 於 テ,細 菌 沈

 降素 ハ8單 位,蛋 白沈降 素 ハ200單 位,血

 球 凝集 素 ハ50單 位 以下ニ 於 テ,吸 收ヲ 認 メ

 タ リ.溶 血 素 ハ血清 ニ ヨ リテ一定 セズ.亦

 「ウ」氏 原法ニ 依 リテ ハ沈降素 量ヲ 測 定 スル

 能 ハズ 吸收 後却 ツテ増 強 スル モ ノア リ.

  b. 同 一免 疫價ヲ 有 スル免疫 血清ニ 就 キ

 吸 收 ノ早 ク認 メ得 ラル ル點 ヨ リ考 察 シテ.

 各檢 査 法 ノ鋭 敏度 ハ再 集 反應,補體 結合 反

 應,稀釋 沈降 反應,血 球 凝集 反應 ノ順 位 ニ

 ア リ.溶 血 反應 ハ意外ニ 不 安定,「 ウ」氏原

 法 ハ沈降 素 ノ量 的 關係 測定 ニテ全 ク適 セザ

 ル モノ ト思 惟 セラル.

 5. 抗 原(牛 血清,大 腸 菌 浸 出液)ハ一 定

度 ノ稀釋ニ 於 テ 「カオ リ ン」 ニ ヨ リ吸 收 セ ラ

レ,沈 降原 性低 下 スル ト同時ニ,免 疫 血清 ニ

比 シ結 合帶 モ降 下 ス.

 6. 抗體,正 常 家 兎 血清,卵 白,「 アラ ビヤ

ゴム」 等ヲ 吸着 シタ ル乾燥 粉末 「カオ リ ン」ハ

抗 原吸 收 力減 弱 ス.蔗 糖溶 液,普 通 「ア ル コ

ー ル」 ハ影 響ヲ 認 メズ.

 7. 牛 血清 ノ「カオ リン」吸收 上 清竝ニ 牛 血

清 吸着 乾燥 粉 末「カオ リン」ヲ以 テ家 兎,海 〓

ヲ免疫 ス ルニ,上 清 ニ ヨ リテハ沈 降素 ノ産 生

弱 ク,抗 原吸 着 「カオ リン」ニヨ ル モ ノハ「カ

オ リ ン」 ノ毒性 ニ ヨ リテ動 物 ノ斃 死 セ ルモ ノ

アル モ免 レタル モ ノハ比 較的 強 キ沈降 素 ノ産

生ヲ 見 タ リ.

  擱筆 スルニ臨 ミ,終 始御懇篤ナル御指導 ト

 御校閲 ヲ辱 フセシ,恩 師緒方教授ニ 衷心感謝

 ノ意ヲ表 ス.

  (本論文 ノ要 旨ハ昭和8年2月 岡山醫

   學會第44囘 総會ニ於テ發表セ リ.)
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